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2011年1月

      2.　具体的な環境負荷軽減のため、二酸化炭素排出量、廃棄物排出量、
　　       総排水量、化学物質排出量、グリーン購入及び製品・サービスに関する
　　       対応の各項目に積極的に取組みます。

      3.　建設副産物の３Ｒ活動〔発生抑制・再使用・再生利用〕を推進する
　　       と共に、その他業界固有の環境テーマにも自主的に取組みます。

      4.　環境への取組みを徹底するため、従業員の教育・訓練を実施し、継続
　　      的改善を図ると共に、環境方針の周知にも努めます。

      5.　環境関連法を遵守し、これらの情報の公開を図り、地域社会との調和
　　      に努めることを誓約します。

□環境方針

向上や充実を担ってきたところです。

主に、一貫して総合建設工事業を展開、地域会社の基盤整備とその利便性の

私ども㈱関組は、創業来和歌山城下の麓に事業拠点を構え、道路舗装工事を

　今後も各種建設工事の品質管理を徹底し、環境に配慮した施工を実践する

〔基本理念〕

　21世紀は「環境の世紀」と叫ばれて久しいものがあります。

　　　　　 これを的確に運用・維持管理することに努めます。

と共に、環境関連法の遵守と継続的な改善活動に取組み、地球温暖化問題に

〔行動指針〕

　　　1.　環境保全推進のため「エコアクション21」のマネジメントシステムを構築し、

も自主的・積極的に取り組んでまいります。そのための具体的な

行動指針を下記のように掲げるところです。



株式会社　関組

代表取締役　　関　儀平

本　　社 和歌山県和歌山市関戸４丁目３番９２号

環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

総合建設業　

・道路舗装工事及び、一般土木工事の設計、施工並びに工事監理

和歌山県知事許可　（特-3）　第360号

土木工事業/建築工事業/土木工事業/とび・土工工事業/石工事業/屋根工事業

タイル・れんが・ブロック工事業/鋼構造物工事業/舗装工事業/しゅんせつ工事業

塗装工事業/防水工事業/内装仕上工事業/水道施設工事業/左官工事業

鉄筋工事業/板金工事業/ガラス工事業/熱断縁工事業/建具工事業/解体工事業

和歌山県知事許可　（般-3）　第360号

造園工事業/管工事業

和歌山県アスファルト合材協会

建設業協会、産業廃棄物協会

4,000 万円

63,000 万円

9月～翌年8月

153 ㎡

16 人（令和2年9月現在）

１級土木施工管理技士/１級舗装施工管理技士１級建築施工管理技士

ブルドーザー、モーターグレーダー、マカダムローラー

タイヤローラー、タイヤショベル、パワーショベル

アスファルトフィニッシャー　...etc

　□組織の概要

代表者

会社名

TEL：073-444-0361

FAX：073-447-2143

事業内容

事業規模

従業員

建設業許可

所属・加盟団体

所在地

営業部部長　　髙瀨　日出海

資本金

売上高

延床面積

主たる設備

保有資格

会計年度



取締役社長 関　儀平

営業部部長 髙瀨　日出海

森垣　倫子

代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境管理責任者を任命

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境目標・環境活動計画書を承認

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境活動レポートの承認

環境管理責任者 ・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境目標・環境活動計画書及び環境活動レポートの作成・確認・公開

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・従業員に対する教育訓練の策定と実施

・環境関連法規等取りまとめ表の作成・評価の実施

・環境活動の実績集計

・メンテナンス

・文書管理、運用管理

工事部 ・工事部に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・下請業者への環境配慮を認識させる。

全従業員 ・環境活動計画の実施

・環境活動計画の実施問題点の是正処置

　□実施体制図及び役割・責任・権限表

環境事務局

環境管理者

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間、技能、技術者を準備

役割・責任・権限

代表者

環境管理

責任者

工事部

工事現場責任者 車輌置場管理責任者

管理部 営業部



・自主的、積極的に参加

単位 2019年 2020年 2021年

kg-CO2 50,234 6,244 52,312

㌔ 1,915 5,978 144

トン 155 144 144

トン 1,760 5,834 0

％ - 89 95

％

㎥ 71 82 94

0.418 ｋｇ-ＣＯ2/ｋＷｈ

　　　　　CO2総排出量は灯油を含む、産業廃棄物排出量はガラ以外を含む

■環境目標及びその実績

基準年度 目標 実績 目標 目標

kg-CO2 3,157 2,904 2,411 2,873 2,841

基準年比 2015年 92% 76% 91% 90%

kg-CO2 65,229 63,272 57,632 62,620 61,967

基準年比 2015年 97% 88% 96% 95%

kg-CO2 68,386 66,176 60,043 ○ 65,492 64,809

kg 141 134 118 113 99

基準年比 2015年 95% 84% 80% 70%

kg 3,007 2,706 2,498 2,706 2,706

基準年比 2018年 90% 83% 90% 90%

㎥ 74 78 94 0 0

基準年比 2015年 95% 127% 0% 0%

■発電料の削減

　　・太陽光パネル設置に伴い、昼間の消費電力量の削減

二酸化炭素総排出量

　□主な環境負荷の実績

※関西電力2017年の二酸化炭素排出量換算値

廃棄物排出量

　一般廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量

　再生合材購入率

総排水量

項　目

自動車燃料によるCO2

排出量
○

上記CO2排出量合計

一般廃棄物の削減

〇

水道水の削減 ✕

太陽光発電により冬期以外は使用量の約半分を

補う事が出来ており、二酸化炭素排出量の削減

することが出来た。

1

■産業廃棄物はマニファストによる適正処理、分別排出を行う。

職種がら、産業廃棄物の削減は難しいところもあるが、再資

源化業者に処分を委託し、再資源化に努める。

又、使用材料では、再資源化された材料を使用する。

金属廃棄物は有償売却を行う。

■次回に向けてガソリン使用量を事務所使用分と現場使用分

を細分化し、増減の要因の追求に努める。

○

産業廃棄物の削減

第51期
評価

第52期 第53期

電力によるCO2排出量 ○

　　　　　　　　　　　年　度

　　項　目

基準値

再生材合

計

新規合材

計

再生合材使用割

合



数値目標：○達成　×未達成

　活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

達成状況

取り組み内容 76%

○

○

○

○

取り組み内容 75%

○

○

取り組み内容 84%

○

○

○

○

取り組み内容

○

取り組み内容 115%

○

〇

取り組み内容

○

〇

　□環境活動計画及び取組結果とその評価、次年度の取組内容

・事務用品グリーン購入比率向上

・和歌山県ﾘｻｲｸﾙ認定商品購入促進

社会貢献

・グリーン購入の意識がついてきたように感じる。このまま管理部

で購入するものについては、意識して増やしていきたい。

0

0

グリーン購入の推進

自動車燃料による二酸化炭素削減

0

アイドリングストップ

適正な積載量

0

0

一般廃棄物の削減

取組結果とその評価、次年度の取組内容

裏紙の使用で、印刷に使用する用紙の削減に努めた。

又、ＦＡＸ、ＰＣからのダイレクト送信をおこなったりと、

印字枚数の削減に努めた。
・分別の徹底

・帳票見直しによる印刷物の削減

・梱包材の再利用

産業廃棄物の削減

音姫の設置

※太陽光発電を一部使用する事により二酸化炭素排出量の削減

※発電電力量(太陽光発電)

取り組み計画

電力による二酸化炭素削減

太陽光発電による電力で補なえ、目標達成することが出来た。

ただし、夏期の削減には至らず。

5月頃より当社別館(プレハブ)室内温度が冷房機を付けても

中々低下せず設定温度を下げざるを得ない。

室温28､20℃

扇風機やサーキュレータの併用

服装、ひざ掛け

不要部の消灯

太陽光発電により冬期以外は使用量の約半分を

補う事が出来ており、二酸化炭素排出量の削減

することが出来た。

ガソリン：

一番の大きな要因としては、後半の施工現場(官公庁)2件が本社事務所

より

近距離であった為、書類作業等に事務所へ戻る際の燃料削減につながっ
軽油：

年間の総数量を計測するにとどまった。

バックホウ(ショベル)の燃料使用量(軽油)については、走行距離による観測

だけ

0

・自動水栓取り付け

削減が難しい項目である。

再資源化業者に処分を委託し、再資源化に努める。

又、再資源化された資材を利用する。

トイレや給湯室に節水の呼びかけ明示し節水に取り組んでいる

が主に水の使用用途は、主に生活用水なので、

前年度を上回る節水は難しい状況。現状維持に努める。

これ以上節水するは厳しい。

水道水の削減

機器の管理

洗車は雨水など

入念な準備

0

・分別排出を徹底する



✖ ・6月

△ 社員に参加が意識が浸透してきた所なだけに非常に残念だ。

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りである。

食品廃棄物

食品廃棄物のリサイクル率は当該年度の目標値を達成しました。
なお、違反、訴訟等は過去３年間（あるいはこれまで）ありませんでした。

確認日：

① 関連法規等の遵守状況

環境関連法規等への違反、訴訟はありませんでした。

② 問題点の是正処置状況
今期内での問題点の是正はありませんでした。 見直日：

目標項目 達成状況

二酸化炭素削 〇
廃棄物の削減 〇
節水 ✖

グリーン購入法 〇

化学物質

① 外部コミュニケーション記録より

　苦情はありませんでした。

② 環境関連法規等の改訂動向
今期、当社の事業に関する環境関連法規制等の改定はありませんでした。

■目標・活動計画

2017年度ガイドラインに沿って変更する。 変更の有無 取組みの見直しが必要。

エコアクションの活動計画は順調に継続されている。 変更の有無 目標値の見直しが必要。

来期に向け、目標値の見直しを進めます。

2023年9月10日

　□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

　□代表者による全体の評価と見直し

適用される事項（施設・物質・事業活動等）適用される法規制

2023年8月31日

オフロード法 特殊自動車の排ガス規制

食品リサイクル法

・和歌山市主催　一万人大清掃

少量だが増加の為　未達

シンナーの保管消防法（危険物）

建設副産物

廃棄物処理法

【取組状況の報告】

【目標・環境活動計画の達成状況】

コメント
達成

消防法

・産廃協会主催　浜の宮クリーンアップ

裏紙使用等　達成

【社長の指示を受けて】

対象商品の使用・認識が増えている。

該当する材料の使用はありませんでした。

【周囲の状況】

【社長の指示・評価】

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

危険物の保管

産業廃棄物

騒音・振動規制法 空圧機、送風機

建設リサイクル法



■ 清掃活動
毎年6月開催 産廃協会主催　浜の宮クリーンアップ

■ 奉仕活動
2019.12.27 氏神様/境内　砂利敷均し

■ 社内での取組

トイレ・給湯室に節水表示 コピー用紙の裏側再利用

衣類回収BOX

　□環境活動の紹介

常時取組




